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 要  旨 
比喩がどのような認知過程を経て理解されているのかについて様々な研究が行われ，いくつかの理
論が提唱されている．これらの理論をはじめとする比喩研究は名詞を名詞で喩える形式（あいつは犬
だ，等）の名詞比喩がほとんどで，動詞比喩（成績が曇る，等）を扱ったものは少なく，心理実験で
の検証に至ってはほぼ皆無であるのが現状である． 
そこで本研究では，動詞比喩は比喩文によって違う処理過程を経るという多段階理解過程（適切性，
慣習性によってカテゴリ化，二段階カテゴリ化，比較と段階的に行われる理解過程）を提案し，心理
実験でその妥当性を検証することを目的とする． 
この仮説の検証のため，適切性，慣習性の高低で分類した比喩文のグループごとに，各処理が実際
に行われているかの検証（実験1）と，理解過程が段階的であるかの検証（実験2）を行った． 
実験1では，比喩文の解釈，名詞および動詞からの連想語，置換比喩文（比喩文の動詞部分を動詞か
らの連想語に置き換えた文）の解釈を収集し，それらを用いて一致度（比喩文の解釈がどこに依るも
のかを調べるもの）を計算，比較することで検証を行った．この実験1の結果から，適切性の高い場合
にカテゴリ化で，適切性の低い場合に二段階カテゴリ化で理解されているという多段階理解過程の可
能性が示唆された． 
実験2では，適切性，慣習性に応じて多段階理解過程の段階の数が変化することに着目し，解釈に至
るまでの理解時間を測定することで仮説の検証を行った．この実験2の結果から，理解過程が適切性，
慣習性によって変化する多段階の過程であることが示された． 
実験を通じて，動詞比喩は多段階の理解過程を経て理解されるという仮説の妥当性を示すことがで
きた． 実験結果から，適切性の高い場合にはカテゴリ化，低い場合には二段階のカテゴリ化で処理さ
れ，さらに，慣習性の低い場合には曖昧なものを明確にする『言語化』のタスクが増設されるという，
多段階の理解過程が存在することが考えられる． 
また，この多段階理解過程は動詞比喩のみでなく，他の形式の比喩にも成り立つ理解過程であると
考える．そのため，今後は動詞比喩以外の形式の比喩を用いて心理実験を行うことで，さらにこの仮
説の妥当性を示していけると考えられる． 
 
